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【手続補正書】
【提出日】平成29年2月6日(2017.2.6)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つのプロセッサーとメモリーを含む計算デバイス上で実施される方法であ
って、
　前記計算デバイスによって、各々が固定サイズである２つ以上のサブトークンを受け取
るステップであって、前記サブトークンは、前記固定サイズよりも大きなサイズの拡大ト
ークンを集合的に表し、前記拡大トークンは、当該拡大トークンが有効である限りインミ
ュータブルであるデータを表す、ステップと、
　前記計算デバイスによって、前記サブトークンのうちの１または複数からキーを取得す
るステップと、
　前記拡大トークンによって表される前記データの一部を、前記データの当該一部が前記
サブトークンを供給したイニシエーターを通過することなく、取得するために、前記計算
デバイスによって、前記キーの証拠をオフロード・プロバイダーに供給するステップと、
　を含む方法。
【請求項２】
　前記キーを取得するステップは、前記サブトークンのうちの１または複数から暗号論的
安全乱数を取得するステップを含み、前記方法は更に、前記サブトークンのうちの１また
は複数からアドレシング情報を取得するステップを含み、前記アドレシング情報は、前記
拡大トークンによって表される前記データを取得可能なソースを識別する、請求項１に記
載の方法。
【請求項３】
　前記拡大トークンを作成するために前記２つ以上のサブトークンからのデータを組み合
わせるステップを更に含み、前記２つ以上のトークンは、前記拡大トークンに含まれる全
てのデータを少なくとも含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記拡大トークンは、前記サブトークンのデータによって表される仮想トークンを含む
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、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記サブトークンは、各々正確に５１２バイトであり、または、前記サブトークンのう
ちの１または複数は、規格によって要求されるフィールドを含み、前記フィールドは、デ
ータ・トークン・タイプの表現を識別する、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記サブトークンは、サーバー・メッセージ・ブロックによってファイル・データを転
送するファイル共有プロトコルによって送信される、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記サブトークンは、遠隔手続き呼び出しを介してファイルにアクセスする分散型ファ
イル・システム・プロトコルによって送信される、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　アクションを実施するように一体に構成された計算デバイスと少なくとも１つのプログ
ラム・モジュールとを備えるシステムであって、前記計算デバイスは、少なくとも１つの
プロセッサーとメモリーを含み、前記アクションは、
　前記計算デバイスによって、イニシエーターによって開始されたオフロード・リード・
メッセージを受け取るステップと、
　前記計算デバイスによって、前記受け取られたオフロード・リード・メッセージに応答
してキーを生成するステップと、
　前記計算デバイスによって、各々が固定サイズであるサブトークンを供給するステップ
であって、前記サブトークンは、オフロード・プロバイダーによって維持される拡大トー
クンに対応する前記固定サイズのデータよりも大きなサイズの拡大トークンを表し、前記
拡大トークンは、当該拡大トークンが有効である限りインミュータブルであるデータを表
し、前記拡大トークンは、前記キーを含む、ステップと、
　を含む、システム。
【請求項９】
　コンピューター実行可能命令を有するコンピューター記憶媒体であって、前記コンピュ
ーター実行可能命令は、少なくとも１つのメモリーを含む計算デバイスの少なくとも１つ
のプロセッサーによって実行されると、前記計算デバイスに、
　前記計算デバイスによって、ソース・ストレージ・スタックのコンポーネントと通信す
ることによりオフロード・リード要求を開始するステップと、
　前記計算デバイスによって、前記オフロード・リード要求に応答してサブトークンを受
け取るステップであって、前記サブトークンは、個々の前記サブトークンのいずれよりも
大きな拡大トークンを表し、前記拡大トークンは、当該拡大トークンが有効である限りイ
ンミュータブルであるデータを表す、ステップと、
　前記計算デバイスによって、前記サブトークンを宛先ストレージ・スタックに供給する
ことによりオフロード・ライト要求を開始するステップと、
　を含むアクションを実施させる、コンピューター記憶媒体。
【請求項１０】
　前記アクションは、更に、前記オフロード・リード要求と共に、前記オフロード・リー
ド要求に応答して戻されることが許されるサブトークンの最大数を示す数値を送るステッ
プを含む、請求項９に記載のコンピューター記憶媒体。
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